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琵琶湖の漁業
-その現状と課題、そして取り組み-

２０２４年4月20日

滋賀県漁業協同組合連合会 澤田宣雄
北水同窓会京滋支部長（昭57増）

琵琶湖の概要

面積：約670k㎡の日本で最大の湖

周囲：約235km

水深：約41m（最深約104m）

貯水量：約275億トン

流入河川：一級河川約460本

うち120本が直接流入

流出河川：瀬田川と琵琶湖疏水

２２．８㎞

６３．４９㎞

６６種の魚類が生息
（内16種が固有種）

北湖

南湖

 

長浜市
下坂浜町

高島市
新旭町饗庭

大津市
玉野浦

長浜市
西浅井町塩津

南北の長さ
６３．４９ｋｍ

最も広いところ
２２．８ｋｍ

最も深いところ
１０３．５８ｍ

びわ湖は、
日本で一番大きい（約670ｋｍ２）
水の量は２７５億トン
周囲は２３５．２ｋｍ

日本で一番古い（古代湖）
約４００万年前にできた
世界でも３～４番目に古い

琵琶湖の概要

北湖（ほっこ）

南湖（なんこ）

最もせまいところ
１．３５ｋｍ

琵琶湖大橋

琵琶湖漁業 河川漁業

水産加工業
（佃煮、ふなずし）

魚類養殖業
（アユ、マス類）

真珠養殖業
（イケチョウガイ）

滋賀県の水産業

河川上流
余呉湖

ダム湖

陸上池 内湖
内湾

琵琶湖
内湖

河川下流

えり漁業（小型定置網）

• 漁業権漁業 免許数：95

• 漁期：12月から7月

• 主な対象種：アユ

岸辺の漁業（水深約20ｍまで）
小糸網（刺網 ）

• 許可漁業

• 漁期：周年

• 主な対象種：ビワマス、フナ
類、ホンモロコ、アユなど

沖合の漁業
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沖合の漁業
沖曳網（底曳網）

• 許可漁業（手繰第1種）

• 漁期：9月から4月

• 主な対象種：フナ類、ホン
モロコ、ワカサギ、ゴリ、
エビ、イサザ、アユなど

貝曳網（貝桁網）
• 許可漁業

• 漁期：9月～4月

• 主な対象種：シジミ、
タテボシガイ、ドブガイ
など

沖合の漁業

マンガン
（マングア）

シジミの主な漁場
(砂地）

あゆ沖すくい網漁 （琵琶湖独特）

• 許可漁業

• 漁期：6月から7月

• 対象種：アユ

沖合の漁業

アユの濃密な群れが湖面で
波立つところを網で掬う

http://www.jfshiga.com/douga_okisukui.html

やな漁業（安曇川、姉川など）

• 漁業権漁業 免許数：８

• 漁期：２月から8月

• 主な対象種：アユ

安曇川南流やな（かっとりやな）

• 許可漁業

• 漁期：２月から６月

• 主な対象種：アユ

岸辺の漁業

追いさで網漁業 （琵琶湖独特）

たつべ漁

• 許可漁業

• 漁期：３月～７月

• 主な対象種：フナ、コイ

岸辺の漁業

http://www.jfshiga.com/douga_okisukui.html
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琵琶湖の漁業者

• 琵琶湖の漁業協同組合 ３３組合

（うち３組合は休眠状態）

• 漁業就業者数：549人（H30センサス）

• 漁獲量：670トン（2021年，その他魚類除く）
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漁業就業者数・従事者数の推移

農林水産部統計部 「漁業センサス結果報告書」より

従事者数

就業者数

令和４年度 滋賀の水産から引用

(1968) (2018)
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漁業従事者の年齢階層別構成の推移

30代まで 40代 50代 60～64歳 65～69歳 70代

農林水産部統計部 「漁業センサス結果報告書」より

計 ８３６人

計 ９６６人

計 １，１７０人

平成３０年センサスでは７０歳以上が全体の約4割を占める

漁業者の減少・高齢化

令和4年度 滋賀の水産から引用

(2018)

(2008)

(2013)

漁業協同組合 ※ 正組合員（年間９０日を超える操業）２０人未満は法定解散

令和6年3月13日 19漁協が合併契約調印 10月1日合併予定

琵琶湖の魚、エビ、貝
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アユ （コアユ） （湖産アユ）

コアユ

主な漁法
えり
やな
刺網
沖すくい網
沖曳網

7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6

アユ科。
体長10cm前後。 
琵琶湖に注ぐ川で産卵。ふ化して
からは湖内で成長します。
春に成長の良いものが河川へ遡上
するが、大部分の個体は琵琶湖で
成長し、小型のまま成魚となります。
海産のアユに比べて鱗が細かく滑
らかで、口当たりが良いと言われて
います。

佃煮（つくだに）
酒、醤油、砂糖、みりんで煮る

ヒウオ（氷魚）の釜揚げ
アユのシラスの塩ゆで

ヒウオ

アユは活魚でも販売される （養殖、河川放流用）

ヒウオ（12月）

ホンモロコ

主な漁法
えり
刺網
沖曳網

7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6

ホンモロコ (固有種）
コイ科。琵琶湖の固有種。
体長7～15cm。
春から秋にかけては、沿岸の浅水
域で生活し、冬は沖合の60～80ｍ
の深層へ移動する。
コイ科の魚類では最もおいしいと言
われ、特に春先に獲れる子持ちホン
モロコは高い人気があります。
一方、夏から秋頃の時期には、沿
岸から沖合へ向かって移動するホ
ンモロコが刺網などで漁獲されます。

ほんもろこの素焼き

天ぷら

ビワマス

主な漁法
刺網
引き縄釣り

7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6

ビワマス (固有種）
サケ科。固有種。体長30～60cm。 
琵琶湖に注ぐ河川で産卵・ふ化した
後、稚魚は琵琶湖へ下って成長し、お
よそ2～3年で成魚となり、再び生まれ
た川へ戻って産卵します。
琵琶湖沖合の深みに生息し、コアユ
やエビ類を食べています。
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ニゴロブナ （固有種）

ニゴロブナ

主な漁法
えり
刺網
沖曳網

7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6

コイ科。固有種。体長20～40cm。
一時期は漁獲量が激減していまし
たが、稚魚の放流事業などにより、
資源そのものの量は増加の兆しが
見えてきています。

ふなずし

イサザ

主な漁法
えり
刺網
沖曳網

7 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6

イサザ （固有種）

ハゼ科。琵琶湖の固有種。
体長3～8cm。
琵琶湖北部の沖合に生息。日中
は水深30メートル以上の湖底部
にいますが、夜間は餌となるエビ
やプランクトンを求めて水面近く
まで移動します。
温度差を利用して成熟すると言
われており、寿命は概ね２年。

イサザの「じゅんじゅん」

からあげ

スジエビ

テナガエビ科。
体長2～4cm。
主に琵琶湖北部の沖合で沖曳
網（底曳網）によって漁獲。
夏に沖曳網が禁漁となる時期に
は、「エビタツベ」と言われるカゴ
で漁獲されます。

えび豆

セタシジミ （固有種）

農林水産省統計部｢令和３年
漁業・養殖業生産統計｣より

滋賀農林統計協会「昭和32年
滋賀農林水産統計年報」より

漁獲魚の今と昔の違い

かつてはしじみが約6割、今はアユが4割強を占める

(2021）

(1957）
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2021年 
670ﾄﾝ

琵琶湖漁業の漁獲量（外来魚除く）の推移

1955年 10,616ﾄﾝ

近年は他にも要因が？

減少要因

１日に食べる魚

３５０ｇ／羽

令和４年推定被害量

1，300トン

カワウによる食害

撮影：株式会社イーグレット・オフィス

近年は生息場所が分散

(2004) (2022)

水ヨシ帯の減少

99ha(1974)→68ha(2003)

内湖の減少

2,902ha(1940)→425ha(1995)

漁獲量の減少要因

フナ･モロコの産卵繁殖場が減少

減少要因 外来魚による食害

オオクチバス コクチバスブルーギル

琵琶湖の中の外来魚

オオクチバスの胃内容物
フナ、ゴリ、カマツカ、スジエビ
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①瀬田川洗堰 放流量操作 → 琵琶湖水位の変動

天ケ瀬ダム

②天ケ瀬ダム

大阪湾から琵琶湖へ遡上でき
ない → ウナギ など。

琵琶湖の水位操作
→産卵期の水位低下

琵
琶
湖
水
位

(c
m

)

３月 ４月 ５月 ６月 ７月

1874～1904

1905～1942

1943～1968

1992～現在

1969～1991

減少要因

琵琶湖水位の人為的な低下

（瀬田川洗堰操作規則）

+30cm(～6/15）→-20cm（6/16～）

干出したホンモロコ卵

ヤナギ

水位低下

干出

水位が下がると、産み付けられたホンモロコの卵が干上がる

減少要因
水草の異常繁茂（特に南湖）

南湖

北湖

水草除去・耕
耘による回
遊経路確保

種苗放流

ヨシ帯で産卵

北湖で成長、漁獲

南湖へ産卵回帰

外来魚駆除

水
草
の
異
常
繁
茂
に
よ
り

取
組
の
効
果
発
現
に
支
障

窪地

現在

南湖の9割を水草が覆う

2014年7月

南湖に異常繁茂する水草

生息環境への悪影響
・水流の停滞
・湖底の低酸素化
・枯れた水草の堆積、腐敗



8

漁獲量減少の要因は一律ではない コイヘルペスウイルス病により１０万尾余のコイがへい死 （2004年）

 海外から新たな疾病（バクテリア、ウイルス）の侵入

・アユ冷水病（cold-water disease：北米から）

 ・コイヘルペスウイルス病（Koi Herpes Virus Disease：イスラエル？）

○種苗放流

・ホンモロコ

・ニゴロブナ

・セタシジミ

・ア   ユ

・ビ ワ マ ス

・ワ タ カ

・ウ ナ ギ

＊
＊印：環境保全効果期待種

水草を食べてくれる

ニゴロブナ稚魚の放流

アユ親魚の放流

ビワマス稚魚
セタシジミ稚貝

資源を回復させる取り組み 安曇川人工河川（アユ産卵用人工河川）

ニゴロブナの生活史

農村振興課HPからお借りしました

水田を活用したニゴロブナ種苗の放流(流下)

最近の研究結果：ニゴロブナ、ホンモロコは育った
水田周辺に産卵に帰ってくる！
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水田を活用した種苗放流

稚魚

ふ化仔魚（４～５ｍｍ）
４万尾／反

中干し時に流下
(放流) 約２０ｍｍ

■ 琵琶湖より水温が高く、仔稚魚の良い温床
■ 餌となる動物プランクトンが一時的に大発生
■ 外来魚がまったく生息せず、安全に成育できる

琵琶湖

ニゴロブナ ホンモロコ

生残率 約５０％
成長早い
安価・効率的

魚のゆりかご水田プロジェクト

農業水路の堰上げ

農村振興課HPからお借りしました

ビワマス稚魚の放流
秋 天然魚から採卵
冬 漁連の池で飼育（高島事業場）
春 河川の上流に放流

ウナギの放流 （10月頃 購入種苗）

※ 滋賀県水産課データより漁連で作成

魚種 区分・放流場所 サイズ 実績尾数 計画尾数

水田放流 全長 20mm 1010万尾 960万尾

飼育放流 全長120mm 113万尾 90万尾

飼育放流 全長 20mm 41.2万尾 60万尾

北湖 全長0.3mm 1,320万個 1,200万個

南湖 全長0.3mm 1,260万個 1,200万個

ワタカ 南湖 0歳魚 10万尾 10万尾

南湖 全長120mm 4万尾 5万尾

北湖 全長120mm 2.6万尾 ―

38億尾

52.2万尾

1,000kg
(22,510尾）

ゲンゴロウブナ

セタシジミ

ウナギ 琵琶湖一円 体重 39.2g 1,000kg

ビワマス 琵琶湖一円 全長 60mm 70万尾

アユ
安曇川人工河川
姉川人工河川

ふ化仔魚
（全長   5mm）

24億尾

令和５年度事業別種苗生産放流実績

ニゴロブナ
■滋賀県漁業調整規則  禁漁期間、禁漁区域、サイズ制限

■規則以上の自主的規制 ・小さい魚・貝は採らない

 ・産卵期は採らない

資源管理

○漁業者の取り組み
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うみレコ

（参考）耳石を使った調査研究
１．標識放流調査（ＡＬＣ標識）

・魚の動き、漁獲への貢献度 ・資源量の推定（資源尾数）

２．日令査定
・ふ化した日の把握
・成長履歴の把握

アユの耳石

通常光

蛍光顕微鏡（三重標識）

耳石標識による解析

蛍光顕微鏡で観察
耳石を並べる

冬 沖曳き網漁業 ホンモロコ

耳石を摘出

耳石

造成したヨシ帯（高島市新旭町針江地先）

野田沼漁場 A=0.3ha

下笠漁場 A=2.5ha 

南山田漁場 A=2.5ha

赤野井漁場 A=2.6ha

北山田漁場 A=3.6ha 

琵
琶
湖

びわ漁場 A=0.1ha

長命寺漁場 A=1.5ha

牧・野田・大房漁場 A=1.5ha

新旭漁場 A=3.8ha

津田江漁場 A=3.1ha

湖西漁場 A=5.0ha

湖北漁場 A=1.3ha

ヨシ帯整備箇所

産卵繁殖場（ヨシ帯）の造成

保護柵

ヨシ植栽（奥行き３０ｍ以上）

50cm

造成ヨシ帯の構造図

土留捨石湖 底

盛 土
30cm

これまでに約３３ｈａ余りを造成

湖集道路から
見えます

カワウ対策

知内川

石田川

安曇川

姉川

天野川

大浦川

芹川

犬上川

愛知川

日野川

野洲川

和迩川

0 5 10km

塩津大川

竹生島エリア

大正池

瀬田川

安曇川

伊崎半島

【水産課】

○営巣地における駆除 （竹生島・安曇川）

○飛来地（漁場）における追い払い、駆除

【鳥獣対策室】

○営巣地における駆除（竹生島エリア、新規コロニー）

エアライフルによる駆除

カワウ駆除数の推移
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電気ショッカーボートによる駆除

外来魚：漁業者による駆除

回収して魚粉へ

刺網による駆除

外来魚駆除量の推移

55
0

44
7

40
0

36
0

35
0

31
5

31
5

31
5

23
5

20
0 31

0

25
0

11
0

80 85 85 80

54
3

42
3

36
3

37
3

31
5

35
0

17
4

18
0

15
8 21
6

17
6

93 98 88 10
3

98 74

0

100

200

300

400

500

600

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

系列4 系列3

外
来
魚
駆
除
量
（
ト
ン

）

計画 実績

推定生息量 ４４０トン（Ｒ４）外来魚推定生息量の推移

444 428 361 298 283 342 331 315 310 327 297 215 196 198 183 206 

1,689 
1,436 

1,142 
970 

748 732 
565 605 

445 373 340 
314 313 214 245 234 

2,132 

1,864 
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1,268 

1,031 1,073 
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755 700 638 
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新たな外来魚

チャネルキャットフィッシュ
（アメリカナマズ）

水草の大量繁茂の対策 根こそぎ刈り取り
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この後 畑へ運び「たい肥化」
ＪＡグリーン近江 ＨＰより

北湖も含めた琵琶湖全域

フナの産卵に配慮した水位操作（国交省）
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ほんもろこ漁獲量の推移

様々な取組により ホンモロコは近年漁獲が回復
しかし・・・ 売れない、浜値が安い

2,000円／kg → 数百円／kg
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販売促進

うめきた外庭スクエアにて
（R4.12月）

ヒウオの販売試験（三越日本橋本店）

首都圏への販路開拓 学校等での出前授業
県内の小学校などで出前授業を実施しています。漁業
や魚の解説だけでなく、小鮎の佃煮づくり講習などに
も取り組んでいます。

普及啓発

学校給食への旬の湖魚食材の提供

ふなずし漬け方講習会（南郷水産センター）
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水産試験場調査では死んだ魚、エビはいなかった

温暖化による琵琶湖深部の低酸素状態 （2019.8.30滋賀県公表資料）

１９７７年   琵琶湖の富栄養化で淡水赤潮が発生
 ・  琵琶湖への排水で窒素、リンが増えたから

１９８０年   滋賀県琵琶湖の富栄養化防止条例
  ・   窒素、リンの排出規制（下水道整備）

 現 在       水はきれいになったが、今度は栄養不足
 水がきれいになりすぎて魚や貝が育たない

ウログレナ・アメリカーナ

富栄養化（eutrophisation）と貧栄養化（malnutrition)

淡水赤潮(琵琶湖）

貧栄養化問題
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